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者米谷。手前がアールー族の棚田。正面が大冷山。



タイ族（上新寨）の棚田



アールー族
（カービエン寨）

の棚田



ヤオ族（梁子寨瑶）
の棚田



者米谷の生業システム

○ アールー族とヤオ族にみる

環境利用（水資源）の差異

１ 棚田にみる差異

２ 灌漑にみる差異

３ 他生業の内部化と併立化

４ 生業と市の関係性



タイ族の水田に内部化した他の生業 水田漁撈



水田に内部化した他の生業 可食水田雑草 アヒルの放田



ヤオ タイ
アー
ルー

備考

1 水田 コナギ 食 食 食

2 オモダカ 食 食 食 根っこも食べる。日本ではクワイの代用。

4 ナンゴクデンジソウ
食

（少）
食 ─

5 イボクサ 食 ─ ─

6 ホザキノキカシグサ 薬 薬（少） ×
タイは化膿場所にすり潰したものを直接はる。ヤオは歯から血がでるとき

に噛む。

7 チョウジダテ 薬 × × 下痢止め。目薬。すり潰して水にまぜる。

8 スズメノトウガラシ 薬 × ─ ヤオはタカサブロウに分類。

9 ヤナギスブタ 薬 × ─ 喉が痛いときに使用。すり潰し、水にまぜて飲む。

10 タカサブロウ 薬 薬（少） ─
ヤオは頭髪や皮膚の産毛が抜け落ちるとき使う。すり潰し水にまぜて髪を

洗う。タイは皮膚炎に直接はりつける。

11 ホシクサ 薬 × ─
毒蛇にかまれたときに使う。潰して火にあぶって色が赤く変化させ傷口に

はりつける。

12 ホソバチョウジダテ 薬 × ─ ヤオはチョウジダテに分類。

13 シソ科① 薬 薬（少） ─
ヤオは傷薬。すり潰してはりつける。タイは腫れ物に使う。他の薬草とあ

わせる。

14 シソ科② ─ 薬（少） ─
毛虫が肌につきかゆいときに使う。潰して葉つつみ火であぶったものを使

用する。

15 サンショウモ 餌 餌 餌 ブタの餌

16 ケミズキンバイ ─ 餌 ─ ブタの餌

畦畔 ドクダミ 食 食 ─

17 カヤツリグサ 食 × ─

18
セリ科（コリアン
ダー系）

食 ─ ─

19 アイダクグ ─ 餌 ─ 水牛の餌

20 オオチドメグサ ─ 薬・毒 ─ 風邪薬。潰して水に入れ体を洗う。潰して毒漁に使う。

21 カッコウアザミ ─ 薬（少） ─ 鼻血のとき葉を鼻につめる。

22 イヌドクサ ─ 餌 ─ 牛の餌

23
畦畔・路

傍
ツボクサ 食 食 食

24 オオバコ 薬 ─ 薬 アールーは風邪薬。ヤオは腹痛薬

25 水路・沢 クワレシダ ─ 食 ─

26 ミズ 食 ─ ─

27 セリ 食 ─ ─

28 ベゴニア 食 ─ ─

29 ヤマニガナ 薬 ─ ─
肉が腐ったようになり、骨までたっするが痛くない、という症状に使用。

すり潰しはりつける。

30
草地・路

傍
オオバコ 食 ─ ─

31 ワラビ ─ ─ 食

32 草地 アマチャヅル 食 ─ ─

33 ベニバナボロギク 食 食 ─

34 ヨモギ 薬 ─ ─ 頭痛薬。すり潰して水に入れて飲む。

35 キク科 薬 × 餌 アールーは主としてブタ。ヤオは化膿した傷口にすり潰してはる。

36 林縁 オオホザキアヤメ ─ 薬（少） ─ 化膿した場所にすり潰して直接はる。

タイ族の薬と答えたのは、一部の60才代の年寄り、しかも一部の人だけ
の知識。村人の多くが共有した知識ではない。葬式の場で質問したたた
め、おそらく間違いない。一方、ヤオ族の場合は、村人鄧が３７才。集
まった5人の村人も全員30才だが全員知識を共有している。

タイ族の薬と答えのは、一人の60才代の老人、葬式の場では一部
の村人が知っているだけ。共有された知識ではない。33才の李成
明はまったく知らない。

植物の同定は宮崎卓による。



上新寨 農暦 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

現在、水田 イネ（１期ハイブリッド） ● ◎

イネ（2期糯米） ● ◎

80年代以前 早稲田（粳米） ● ◎

中稲（糯米） ● ◎

晩稲（糯米） ● ◎

斜面畑 綿 ● ◎

菜園 トウガラシ ● ◎ ◎

青菜 ● ◎

ゴム
（70年代まで
焼き畑）

綿

可食
雑草

漁撈
水田 斜

面
畑

河川

水田
菜園

家畜

アヒルブタ
水牛

森林

竹林

小動物
狩猟 タイ族（上新寨）

・標高500～600ｍ
・谷筋

・水が豊富

●植える ◎収穫

水田中心の生業
© Nishitani Masaru



アールー族の棚田。比高差700ｍ



ヤオ タイ
アー
ルー

備考

1 水田 コナギ 食 食 食

2 オモダカ 食 食 食 根っこも食べる。日本ではクワイの代用。

4 ナンゴクデンジソウ
食

（少）
食 ─

5 イボクサ 食 ─ ─

6 ホザキノキカシグサ 薬 薬（少） ×
タイは化膿場所にすり潰したものを直接はる。ヤオは歯から血がでるとき

に噛む。

7 チョウジダテ 薬 × × 下痢止め。目薬。すり潰して水にまぜる。

8 スズメノトウガラシ 薬 × ─ ヤオはタカサブロウに分類。

9 ヤナギスブタ 薬 × ─ 喉が痛いときに使用。すり潰し、水にまぜて飲む。

10 タカサブロウ 薬 薬（少） ─
ヤオは頭髪や皮膚の産毛が抜け落ちるとき使う。すり潰し水にまぜて髪を

洗う。タイは皮膚炎に直接はりつける。

11 ホシクサ 薬 × ─
毒蛇にかまれたときに使う。潰して火にあぶって色が赤く変化させ傷口に

はりつける。

12 ホソバチョウジダテ 薬 × ─ ヤオはチョウジダテに分類。

13 シソ科① 薬 薬（少） ─
ヤオは傷薬。すり潰してはりつける。タイは腫れ物に使う。他の薬草とあ

わせる。

14 シソ科② ─ 薬（少） ─
毛虫が肌につきかゆいときに使う。潰して葉つつみ火であぶったものを使

用する。

15 サンショウモ 餌 餌 餌 ブタの餌

16 ケミズキンバイ ─ 餌 ─ ブタの餌

畦畔 ドクダミ 食 食 ─

17 カヤツリグサ 食 × ─

18
セリ科（コリアン
ダー系）

食 ─ ─

19 アイダクグ ─ 餌 ─ 水牛の餌

20 オオチドメグサ ─ 薬・毒 ─ 風邪薬。潰して水に入れ体を洗う。潰して毒漁に使う。

21 カッコウアザミ ─ 薬（少） ─ 鼻血のとき葉を鼻につめる。

22 イヌドクサ ─ 餌 ─ 牛の餌

23
畦畔・路

傍
ツボクサ 食 食 食

24 オオバコ 薬 ─ 薬 アールーは風邪薬。ヤオは腹痛薬

25 水路・沢 クワレシダ ─ 食 ─

26 ミズ 食 ─ ─

27 セリ 食 ─ ─

28 ベゴニア 食 ─ ─

29 ヤマニガナ 薬 ─ ─
肉が腐ったようになり、骨までたっするが痛くない、という症状に使用。

すり潰しはりつける。

30
草地・路

傍
オオバコ 食 ─ ─

31 ワラビ ─ ─ 食

32 草地 アマチャヅル 食 ─ ─

33 ベニバナボロギク 食 食 ─

34 ヨモギ 薬 ─ ─ 頭痛薬。すり潰して水に入れて飲む。

35 キク科 薬 × 餌 アールーは主としてブタ。ヤオは化膿した傷口にすり潰してはる。

36 林縁 オオホザキアヤメ ─ 薬（少） ─ 化膿した場所にすり潰して直接はる。

タイ族の薬と答えたのは、一部の60才代の年寄り、しかも一部の人だけ
の知識。村人の多くが共有した知識ではない。葬式の場で質問したたた
め、おそらく間違いない。一方、ヤオ族の場合は、村人鄧が３７才。集
まった5人の村人も全員30才だが全員知識を共有している。

タイ族の薬と答えのは、一人の60才代の老人、葬式の場では一部
の村人が知っているだけ。共有された知識ではない。33才の李成
明はまったく知らない。

© Nishitani Masaru

植物の同定は宮崎卓による。



カービエン 農暦 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

棚田（2期） イネ（1期）ハイブリッド ● ◎ ◎

イネ（2期）在来種、糯米、粳
米

● ● ◎ ◎

ダイズ ● ◎ ● ● ◎ ◎ ◎

斜面畑 トウモロコシ ● ◎ ◎

キャサバ ● ● ◎ ◎

落花生 ● ◎ ● ● ◎ ◎

サツマイモ ● ◎

芋頭（ミズイモ、サトイモ） ● ◎ ◎

洋糸瓜 ● ◎ ◎ ◎

洋糸瓜 ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

黄瓜 ● ◎ ◎ ◎

苦瓜 ● ◎ ◎

青菜 ● ◎ ◎ ◎

ニラ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

カボチャ ● ◎

ダイコン ● ◎

パイナップル ◎

パパイヤの花 ◎ ◎ ◎

四季豆（インゲン） ● ◎ ◎

ササゲ ● ◎

ナス ● ◎

サンショウ ● ◎

サトイモ ● ◎

コンニャク ● ◎

ネギ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

タケノコ ◎ ◎

竹林

家畜

斜面畑（焼畑）

（野菜・換金作物）

水田

可食
雑草

森林

ダイズ

小動物
狩猟

アールー族（カービエン寨）

・標高700～　
　1300ｍ
・尾根筋
・水がタイト

●植える ◎収穫

生業は畑作に特化



ヤオ族の人びと



草果

ヤオ族は調味料などに
は利用しない。換金作物



ヤマノイモを採集する子供



可食雑草の採集



ヤオ タイ
アー
ルー

備考

1 水田 コナギ 食 食 食

2 オモダカ 食 食 食 根っこも食べる。日本ではクワイの代用。

4 ナンゴクデンジソウ
食

（少）
食 ─

5 イボクサ 食 ─ ─

6 ホザキノキカシグサ 薬 薬（少） ×
タイは化膿場所にすり潰したものを直接はる。ヤオは歯から血がでるとき

に噛む。

7 チョウジダテ 薬 × × 下痢止め。目薬。すり潰して水にまぜる。

8 スズメノトウガラシ 薬 × ─ ヤオはタカサブロウに分類。

9 ヤナギスブタ 薬 × ─ 喉が痛いときに使用。すり潰し、水にまぜて飲む。

10 タカサブロウ 薬 薬（少） ─
ヤオは頭髪や皮膚の産毛が抜け落ちるとき使う。すり潰し水にまぜて髪を

洗う。タイは皮膚炎に直接はりつける。

11 ホシクサ 薬 × ─
毒蛇にかまれたときに使う。潰して火にあぶって色が赤く変化させ傷口に

はりつける。

12 ホソバチョウジダテ 薬 × ─ ヤオはチョウジダテに分類。

13 シソ科① 薬 薬（少） ─
ヤオは傷薬。すり潰してはりつける。タイは腫れ物に使う。他の薬草とあ

わせる。

14 シソ科② ─ 薬（少） ─
毛虫が肌につきかゆいときに使う。潰して葉つつみ火であぶったものを使

用する。

15 サンショウモ 餌 餌 餌 ブタの餌

16 ケミズキンバイ ─ 餌 ─ ブタの餌

畦畔 ドクダミ 食 食 ─

17 カヤツリグサ 食 × ─

18
セリ科（コリアン
ダー系）

食 ─ ─

19 アイダクグ ─ 餌 ─ 水牛の餌

20 オオチドメグサ ─ 薬・毒 ─ 風邪薬。潰して水に入れ体を洗う。潰して毒漁に使う。

21 カッコウアザミ ─ 薬（少） ─ 鼻血のとき葉を鼻につめる。

22 イヌドクサ ─ 餌 ─ 牛の餌

23
畦畔・路

傍
ツボクサ 食 食 食

24 オオバコ 薬 ─ 薬 アールーは風邪薬。ヤオは腹痛薬

25 水路・沢 クワレシダ ─ 食 ─

26 ミズ 食 ─ ─

27 セリ 食 ─ ─

28 ベゴニア 食 ─ ─

29 ヤマニガナ 薬 ─ ─
肉が腐ったようになり、骨までたっするが痛くない、という症状に使用。

すり潰しはりつける。

30
草地・路

傍
オオバコ 食 ─ ─

31 ワラビ ─ ─ 食

32 草地 アマチャヅル 食 ─ ─

33 ベニバナボロギク 食 食 ─

34 ヨモギ 薬 ─ ─ 頭痛薬。すり潰して水に入れて飲む。

35 キク科 薬 × 餌 アールーは主としてブタ。ヤオは化膿した傷口にすり潰してはる。

36 林縁 オオホザキアヤメ ─ 薬（少） ─ 化膿した場所にすり潰して直接はる。

タイ族の薬と答えたのは、一部の60才代の年寄り、しかも一部の人だけ
の知識。村人の多くが共有した知識ではない。葬式の場で質問したたた
め、おそらく間違いない。一方、ヤオ族の場合は、村人鄧が３７才。集
まった5人の村人も全員30才だが全員知識を共有している。

タイ族の薬と答えのは、一人の60才代の老人、葬式の場では一部
の村人が知っているだけ。共有された知識ではない。33才の李成
明はまったく知らない。

植物の同定は宮崎卓による。



狩猟・採集



家畜

菜
園

森林
（草果、藍）

水田

焼畑
（1999年まで）

狩猟
採集

ヤオ族（梁子寨瑶）

・標高800～　
　2000ｍ
・尾根筋から　
　山地
・水が豊富

●植える ◎収穫

梁子寨瑤 農暦 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

棚田（1期） イネ（在来種） ● ◎

イネ（ハイブリッド） ● ◎

水田周囲 落花生 ● ◎

森林 草果 ● ● ● ● 7～8年後 ◎ ◎

藍 ● ◎2年目 ◎2年目

焼畑　　　　　　　 トウモロコシ ● ● ◎1月植 ◎2月植

（90年代末まで） キャッサバ ● ● ◎ ◎

地谷 ● ● ◎

黄豆 ● ◎

タバコ・ケシ ● ● ◎ ◎

菜園 青菜・白菜 ● ● ◎ ◎

ヘチマ ● ◎ ◎ ◎

インゲン ● ◎ ◎

ササゲ ● ◎

キュウリ ● ◎ ◎ ◎

落花生 ● ◎

●植える ◎収穫

森林利用



各民族の生業戦略

ゴム
（70年代まで
焼き畑）

綿

可食
雑草

漁撈
水田 斜

面
畑

河川

水田
菜園

家畜

アヒルブタ
水牛

森林

竹林

竹林

家畜

斜面畑（焼畑）

（野菜・換金作物）

水田

可食
雑草

森林

ダイズ

小動物
狩猟

小動物
狩猟

家畜

菜
園

森林
（草果、藍）

水田

焼畑
（1999年まで）

狩猟
採集

©Ｎｉｓｈｉｔａｎｉ　Ｍａｓａｒｕ

ヤオ族（梁子寨瑶）

タイ族（上新寨）

水田中心

畑作特化 森林利用

生態的な環境の相違

アールー族（カービエン寨）

・標高500～600ｍ
・谷筋

・水が豊富

・標高700～　
　1300ｍ
・尾根筋
・水がタイト

・標高800～　
　2000ｍ
・尾根筋から　
　山地
・水が豊富



農産物・食品・嗜好品

果実（リンゴ、ミカン等）

野菜（白菜、ジャガイモ等）

塩・タバコ等

工業
製品

鉄製
品・衣

類・電
気製

品等

6日ごとの市

者米谷の生業と市

外部から

外部から

外部へ

換金作物
コメ・トウモロコシ・キャッサバ・
レモングラス・草果・ゴム等

ゴム
（70年代まで
焼き畑）

綿

可食
雑草

漁撈
水田 斜

面
畑

河川

水田
菜園

家畜

アヒルブタ
水牛

森林

竹林

コメ・ゴム・綿布・ブタ
アヒル・魚

野菜・肉類

竹林

家畜

斜面畑（焼畑）

（野菜・換金作物）

水田

可食
雑草

森林

ダイズ

小動物
狩猟

小動物
狩猟

家畜

菜
園

森林
（草果、藍）

水田

焼畑
（1999年まで）

狩猟
採集

野菜・ブタ
換金作物

（トウモロコシ・キャッ
サバ・レモングラス）

コメ、綿布
肉類、藍

綿布・野菜・
肉類

草果・藍

綿布はぎれ

野菜、イヌ

アールー族（カービエン寨）

©Ｎｉｓｈｉｔａｎｉ　Ｍａｓａｒｕ

ヤオ族（梁子寨瑶）

タイ族（上新寨）

水田特化タイプ

畑作特化タイプ
森林特化タイプ



国境の原生林



ヤオ族の出作小屋周辺のアグロ・フォリストリー
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